平成２６年第２回上毛町議会定例会会議録
（３日目）
招集の場所　　上毛町議会議場
開閉会日時及び宣言
平成２６年６月２０日　午前１０時００分
───────────────────────────────
○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員
出席議員（１１名）
　１番　荒牧弘敏　　２番　宮本理一郎　　３番　高畑広視　　４番　宮崎昌宗
　５番　峯　新一　　６番　三田敏和　　７番　安元慶彦　　８番　茂呂孝志
　１０番　亀頭寿太郎　１１番　増矢年克　１２番　大山　晃
欠席議員（１名）
　９番　古野啓藏
───────────────────────────────
○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名
　町長　坪根秀介・副町長　今任和広・教育長　百留隆男・会計管理者　中　　豊・
　総務課長　川口　彰・企画情報課長　坪根勝磨・税務課長　福本豊彦・

住民課長　佐矢野靖・長寿福祉課長　末松克美・子ども未来課長　岡崎　浩・
産業振興課長　永野英憲・建設課長　古原典幸・　教務課長　尾崎幸光・
総務係長　熊谷豊司
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
　議会事務局長　福田正晴
　議会事務局係長　垂水英治
○議事日程
平成２６年第２回定例会議事日程（３日目）
平成２６年６月２０日　午前１０時００分　開議
日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第２４号　上毛町税条例の一部を改正する条例について
日程第　３　議案第２５号　上毛町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　４　議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号）
日程第　５　議案第２７号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
日程第　６　議案第２９号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更について
日程第　７　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
日程第　８　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。
　一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しております。
　９番　古野議員より欠席届が提出されておりますので、報告いたします。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、６月１０日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告をお願いします。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は、配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しを配付しております。

　各委員長報告の終了後、討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　委員会付託案件の審議が全て終了した後、本日、町長より提出された追加提案の審議を行います。追加議案は、本日審議する議案のため、提案理由の説明に引き続き議案内容の説明を受け、質疑、討論、採決を行います。このことは議会運営委員会を開催していただき、答申をいただいておりますので報告いたします。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員として、お手元に配付の各氏の出席を求め、議会に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第４、議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号所管分）、日程第５、議案第２７号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、以上２件を議題とします。
　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。
○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は６月１６日、議会中小会議室において、欠席の申し出があった古野委員を除く、文教厚生常任委員５名と町長以下、執行部の出席をもって、午前８時５２分開会、９時３５分閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された予算案２件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。
　議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号所管分）について。最初に、川口総務課長に総括説明を求めました。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,８４３万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億４,１４３万９,０００円とする。
　補正に対する財源として、特定財源では国庫支出金２,２６１万５,０００円、学校施設環境改善交付金、社会保障・税番号システム整備費補助金を計上している。県支出金で、活力ある高収益型園芸産地育成事業費補助金等々を合わせて１９３万１,０００円、繰入金で３,４００万円、公共施設整備基金で上毛町中学校グラウンド整備事業へ充当する。地方交付税で、普通交付税が１,３４４万４,０００円を一般財源に充当して、合計７,８４３万９,０００円が財源であると。
　歳出として、全般的な項目として４月１日の職員の人事異動を含む予算の補正、組みかえが行われている。

　企画費として２４０万円を計上。財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業において、上毛町地域づくり協議会へ備品購入等の助成が決定したので、今回、お願いする。電子計算費では８７４万８,０００円を計上していく。社会保障・税番号制度導入に向けた住民基本台帳システム、地方税システム、団体内総合宛名システムの改修業務委託料をお願いするものである。

　農林水産業費の農業振興費で、福岡県農業振興推進機構が設置する農地中間管理機構において、農用地等の有効活用や農業経営の効率化を進める担い手に対し、農用地の集積、集約を進めるための受け皿となる組織で、この管理機構から委託を受けて農用地の集約化を支援する経費等を計上していると。

　総括説明の質疑として、毎年８月３日、地方交付税が確定される。見込み額ですが、普通交付税と特別交付税がそれぞれ幾らになるのか。
　答弁。普通交付税ですが、２１億３,０００円万円を見込み、特別交付税は２億円を見込んでいる。
　質疑。社会保障・税番号システムの問題ですが、個人情報が漏れることを心配するが、そういう状態が起こらないように情報管理をしていくと答弁があった。幾ら町が情報管理をきちんとしても、漏れる心配があるのではないか。このシステムをすることによって、費用効果、メリットはどういうものなのか。

　答弁。導入に関して、セキュリティ管理は万全の方策を立てている。他人に漏れることは、ほとんどない。個人情報について、個人番号カードのＩＣチップは税や年金の情報などプライバシーの高い情報は入っていない。それらの情報を使ってのプライバシー的な漏れはない。
　次に、担当課長の説明を求めましたが、その前に教育長より発言の申し出があり、これを許可し発言を求めました。
　教育長から、貴重な時間を拝借して一言おわびを申し上げたい。教育費の説明の前に、昨年の６月議会で予算計上して、平成３０年度までの債務負担行為として議決をいただいている９款２項の西吉富小学校の図書室リース料について、本来ならば当初予算で計上すべきところであるが、つい看過してしまい、予算計上を逸してしまいました。本会議において、補正予算として４１４万９,０００円をお願いしたい。一連の不手際に対して、議員の皆様にいろいろと御迷惑をかけて申しわけない。まことに改めておわび申し上げたい。今後、襟を正して予算執行に万全を期してまいりたいという発言がありました。

　続いて、担当課長の説明を求めました。住民課長は、住民課所管分については人事異動を含む予算の補正組みかえです。長寿福祉課長は、長寿福祉課所管分としては、これも人事異動による補正です。介護予防事業費で４２万円を増額補正しているが、これは短時間勤務の嘱託職員の退職に伴う、新たに採用した嘱託職員がフルタイム勤務になったための補正です。子ども未来課長、子ども未来課所管分としては、児童福祉費全体として１３２万９,０００円の追加補正。児童福祉総務費で、これも人事異動による給与の補正、それから大平放課後児童クラブの移送関係で、従来、町の車両を使っておりましたが、老朽化に伴い、全てタクシーによる移送に変更したと。それら車両の費用、燃料、車検、保険等を減額して、移送関係の不足分９万４,０００円を追加すると。それから、戸籍上、第三子以降に該当する児童の保険料の返還の申し出があり、返還金１３２万３,０００円をお願いすると。
　続いて教務課長。教務課所管分については、教育費で５,７５４万３,０００円を追加して、４億７,０６４万１,０００円とする。財源ですが、国県支出金１,７４７万９,０００円は、学校施設環境改善交付金。これは上毛中学校のグラウンド改修費用としての３分の１の補助金となっていると。その他は３,４００万円。これは、公共施設整備基金繰入金としてお願いをしている。
　支出については、児童登下校送迎タクシー委託料４５万円。それから、賃借料ですが、先ほど教育長から話があった、西吉富小学校リース料４１４万９,０００円。それから中学校費としては、５,１９４万９,０００円を追加して１億１,４８５万円となる。委託料の設計監理委託料として４４０万円。そして工事請負費として、上毛中学校グラウンド改修工事費４,７５２万円をお願いする。今回の上毛中学校のグラウンドでは、２万平米の表土部分を改修することにより、排水及び防塵対策を図るということであります。
　質疑に関して、中学校のグラウンド改修費４,７５２万円は結構大きな金額ですが、具体的にどういう工事をされるのか。
　答弁。工事については、グラウンド全部の表土部分をとって、その表土に土壌改良剤を混ぜ合わせて、また敷きならすという工事をする。平成２３年度に総合グラウンドで同じような工法で工事をしている。現在見ると、雨の水たまりもできず飛散もないようで、そのような工法をとっていったらどうかと考えている。
　質疑。グラウンドで暗渠排水がよくないとの説明であったが、以前、改修したのではないか。そんなに全部をとらなくても、少し何かを混ぜて振っただけでよいのではないか。
　答弁。総合グラウンドの工法は表土１０センチをとって、そこに土壌改良剤を混ぜ込んで敷設する工法をとっているという答弁でした。

　質疑。金額が大きいので、もう少し研究する余地はあるのではないか。
　答弁。設計費用を計上していただいているので、その中で工法についても研究をしていきたい。

　質疑。総合グラウンドのときは、あの面積で幾らかかったのか。グラウンドが使えない間、期間的に何月から何月までを予定しているのか。
　答弁。総合グラウンドの資料を持っていないのでわかりませんが、期間は予算を通していただいて、設計をして工事に入るので、半年ほど必要となる。１０月から３月までぐらいになるのではないか。その期間は、総合グラウンド、また野間の多目的総合グラウンドを使用していただくようになると考えているとの答弁でした。
　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で可決することに決しました。

　議案第２７号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、最初に末松長寿福祉課長に説明を求めました。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万９,０００円を減額し、歳入歳出それぞれの予算を総額、歳入歳出それぞれ１０億３,５５８万５,０００円とする。総務費で４７万９,０００円を減額して、１,２２４万９,０００円とするものについては、４月１日の人事異動に伴う減額との説明でした。

　質疑なし。
　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　以上で、報告を終わります。
○議長（大山　晃君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。
　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）日程第２、議案第２４号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第２５号　上毛町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号所管分）、以上３件を議題といたします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　安元委員長。
○総務産業建設委員長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は６月１７日、議会中小会議室にて、委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５７分開会、午前９時５９分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案２件、予算案１件の合計３件です。
　審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。
　議案第２４号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、税務課長から説明がありました。地方税法等の一部を改正する法律が３月３１日に公布され、町税条例も同日付で専決処分されたことに伴い、税率の均衡を失することのないよう改正するものである。

　質疑として、市町村で税率を決めることになっており、特徴ある自治体として、改正しないことの配慮はなかったのか。
　答弁。考えないこともなかったが、他の税率との関係もあり改正した。今後、検討したい。

　質疑。近隣のほかの自治体はどうか。
　答弁。京築の税務事務協議会で協議して、同じ考えで処理することになっている。

　討論なし。
　採決の結果、全会一致で可決されました。
　議案第２５号　上毛町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長から説明がありました。消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の一部を改正する政令が３月７日に公布されたことに伴い、退職報償金の支給額を改正するものである。

　質疑。団長など役員が報償金の対象となる在職年数はどうか。

　答弁。１年以上となっている。

　質疑。団員でよく働く人とそうでない人も同じか。

　答弁。出動件数は把握している。上毛町の出動率は、全国平均より高い。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号所管分）。最初に総務課長から総括説明がありました。

　質疑。中学校のグラウンド工事関係について、交付決定がおくれたのか。
　答弁。要望は早くきていたが、国の財源の関係でこの時期になった。

　質疑。この事業の財源は、特定財源ではなく一般財源ではないのか。
　答弁。公共施設整備基金であるから、特定財源になる。

　次に、各担当課長より所管の説明がありました。

　質疑。被災農業者向けの経営体育成支援事業とは。

　答弁。２月の豪雪で被災した者に対し国が設けた事業で、町も被災された資材の撤去費の２分の１を出している。

　質疑。活力ある高収益園芸産地育成事業の補助率は。

　答弁。２分の１以内です。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。
○議長（大山　晃君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。
　これから、委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。
　日程第２、議案第２４号　上毛町税条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２４号に反対の立場から討論いたします。
　農業収入は減っています。農耕作業用機械を６００万円増収しても、地方交付税は減額されます。これでは、小型特殊自動車税を引き上げなければならないという理由にはなりません。単なる住民への負担増を押しつけるものとしかならないので、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）賛成多数。よって、議案第２４号　上毛町税条例の一部を改正する条例については、原案どおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、議案第２５号　上毛町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第２５号　上毛町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第４、議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号）。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、議案第２６号に反対の立場から討論いたします。
　国民一人一人に個人番号をつけ、個人情報がこれによって安易に照会できる仕組みをつくることは、プライバシーの侵害や成り済ましなどの犯罪を常態化するおそれがある。このシステムは初期投資に費用がかかるが、そのメリットは少ない。税や社会保障の分野で、町税強化や社会保障給付の削減手段とされかねない。
　以上の理由を申し上げて、この議案に反対いたします。
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
　宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）議案第２６号　一般会計補正予算は、住民生活や学校教育及び職員の待遇等に関する、いずれも重要な案件であり、遅滞なく執行すべきと考えます。
　よって私は、本一般会計補正予算に賛成いたします。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。
　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（大山　晃君）賛成多数。よって、議案第２６号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第５、議案第２７号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第２７号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから、本日追加提案の審議を行います。日程第６、議案第２９号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更についてを議題といたします。
　提案理由の説明を求めます。

　町長。

○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。ただいま上程いただきました追加議案につきまして、提案理由を申し上げます。
　議案第２９号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更についてでありますが、平成２６年８月１日より、本組合の事務所の所在地を行橋市から豊前市に変更することに伴い、本組合規約の変更が生じたために、地方自治法第２９０条の規定により議会の議決を求めるものであります。
　以上、１議案であります。慎重に御審議をいただき、また御可決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（大山　晃君）提案理由の説明が終わりました。ただいま提案理由の説明がありました議案は、本日採決する議案ですので、提案理由に対する質疑は、議案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御了承願います。

　議案内容の説明を求めます。

　企画情報課長。

○企画情報課長（坪根勝磨君）それでは、議案第２９号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更について、御説明をさせていただきます。
　議案にございますとおり、地方自治法第２８６条第２項の規定によりまして、京築広域市町村圏事務組合規約を変更するものでございます。理由にございますとおり、８月１日から京築市町村圏事務組合の事務所の位置を変更することに伴いまして、組合規約を変更する必要が生じたため、議会の議決を求めるものでございます。
　１枚、おめくりいただきます。規約の改正の中身について記載しております。これにつきましては、組合会理事会におきまして３月２８日、組合長に豊前市長が選任されましたことから、これに伴いまして事務所の位置を行橋市中央１丁目１番１号から、豊前市大字荒堀５２３番地１へ変更するものでございます。
　なお、今回移転します事務所ですが、４月から豊築メディカルセンターへ移転となりました豊築休日急患センターの旧建物を活用することとなりますので、そちらの住所地となっております。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）これから説明に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　三田議員。
○６番（三田敏和君）中身については特に問題ないと思うんですが、この議案が最終日に提案されるということいついて、ちょっと初日に提案されてもいいのではないかなと思われる感じがいたしまして、理事会も行われて、そういう形になっていったのが何でこんなにおそくなったのか、中身がわかれば説明をお願いしたい。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）ただいまの質問についてでございますけれども、経緯といたしましては、この案件については、本組合理事会に提出されたわけでございますけれども、詳細についての説明がなされていなかった、不十分であったということで、京築管内の首長全ての合意に至らずに、今議会の初日提案を見送っておったわけでございます。
　会期中ではございましたけれども、全理事の合意の見込みがついたと確認がとれましたので、最終日に追加提案をしたわけでございます。
○議長（大山　晃君）三田議員。
○６番（三田敏和君）ということであれば、関係市町全て、６月議会で提案をしたということになるんですか。
○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）全て、今議会でということは確認はとっておりませんけれども、ほぼ全自治体で今議会に提出されたと聞いております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）この規約は、組合長になった方の自治体に組合事務所を置くという規定になっているんですか。
○議長（大山　晃君）企画情報課長。

○企画情報課長（坪根勝磨君）規定規約等で明確には定めておりませんが、事務所の位置につきましては、組合規約の中で変更をかけて、その都度しております。
　慣例として４年ごとに、組合長所在市町村が事務所を置くということになっております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　安元議員。
○７番（安元慶彦君）今、町長の答弁の中で、どうも構成市町村の理事会といいますか、そういうところが完全にしていないようなニュアンスがあったんですけれども、これは構成市町村全部の議決がそろわないと、県知事に対するそういった手続ができないと私は思うんですが、その辺はどうですか。
○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）一部事務組合の関係でございますが、これにつきましては、議員御指摘のとおり、第２８７条第１項等によりまして、その区域によりまして知事に届け出をしなければならないとなっておりますので、全市町の議会の議決がないとだめということでございます。

○議長（大山　晃君）安元議員。

○７番（安元慶彦君）そうしますと、今の答弁で、構成市町村が全部そろうととっていいんですか。

○議長（大山　晃君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）先ほど町長が答弁いたしましたように、全部そろうという判断ができましたので、追加でお願いをするというものでございます。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）あやふやな答弁なんですけれども、何で構成市町村のトップはすんなり同意に至らなかったのか、そこらあたりの理由についてお尋ねいたします。

○議長（大山　晃君）町長。

○町長（坪根秀介君）先ほども申し上げましたが、行橋から豊前に来るということはある程度、決定しておったわけでございますけれども、その事務所の位置が、私が聞いているのは豊前の吉木ということで、豊前市の庁舎と。それがメディカルセンター、急患センターの跡地という説明がなかったということで、皆さんのうち一部が合意しなかったと。その説明を求めたということだと思います。

○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第２９号　京築広域市町村圏事務組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第７、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出がありましたので、これを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　本委員長からの申し出において、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第８、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。
　お諮りします。
　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）御異議なしと認め、したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（大山　晃君）これで、本日の日程は全て終了いたしました。
　平成２６年第２回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時３７分
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